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地域支援係、介護保険係 
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11月11日は 
「いい日、いい日」の介護の日 

　高齢になっても住み慣れた地域で生活
をしたいとは、誰もが願うことだと思い
ます。そのためには、いつまでも元気で
いることが望ましいことですが、たとえ
介護が必要になったとしても、適切なサ
ービスの利用や地域で高齢者を見守り、
支援する体制があれば安心です。

　介護支援ボランティア制度は、介護予
防を目的としたボランティア活動事業で
す。全国に先駆けて稲城市が平成19年9
月から取り組み、日本各地に広がりをみ
せている制度で、今年9月で5年目を迎
えました。
　現在の稲城市介護支援ボランティア制
度の登録者数は458人（9月30日現在）
で、昨年度は250人以上の高齢の方が市
内の介護施設など19機関で介護支援ボラ
ンティアとして活動に参加されています。

▽問い合わせ　高齢福祉課介護保険係、
社会福祉協議会ボランティアセンター　
1378－3800

5年目を迎えました 介護支援ボランティア制度5年目を迎えました　介護支援ボランティア制度
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介介護護支支援援ボボラランンテティィアア
制制度度ととはは

　高齢の方が介護保険施設など
でボランティア活動を行った場
合、活動実績に応じてポイント
が与えられ、これに対して交付
金（年間最大5千円）を交付す
る制度です。
　ボランティア活動を通じた高
齢の方の介護予防を目的として
います。地域貢献や社会参加活
動をすることで、より元気に、
そしてイキイキとした地域社会
になることを目指しています。

介介護護支支援援ボボラランンテティィアア
ととししてて活活動動すするるににはは
　初めて介護支援ボランテ
ィアとして活動される方
は、まず社会福祉協議会に
あるボランティアセンター
でご登録をお願いします。
　ご登録の際に、活動内容
や活動先について説明させ
ていただきます。
　ご登録が終われば活動の
始まりです。皆さんのご参
加をお待ちしています。

東東京京ヴヴェェルルデディィはは
介介護護支支援援ボボラランンテティィアア
制制度度をを応応援援ししてていいまますす
　東京ヴェルディは、介護
予防の分野でも稲城市を応
援しています。
　本年度も昨年度に引き続き、東京ヴェ
ルディ試
合観戦ツ
アーへの
ご招待な
どの協賛
をいただ
きました。 ▲東京ヴェルディ試合観戦ツアー

地地域域をを見見守守るる
地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

　地域包括支援センターは、高齢者の方が住み慣れた地域
で、その人らしく暮らし続けられるように、介護・福祉・
保健・医療など、様々な面で支援を行うための総合相談機
関です。
　市からの委託を受け、4つの業務を柱として地域で活動
しています。

1．様々な相談をお受けします
　「最近、転びやすくなったけれど、どうしたらいいかし
ら」「近所に知り合いがいないので、高齢者が参加できる
集まりはありますか」「介護保険はどうしたら利用できる
のかしら」など、様々な相談をお受けします。
　相談は、高齢者やそのご家族からだけでなく、ご近所の
方など、どなたでも構いません。

2．介護予防のための支援をします
　筋力の低下やもの忘れなどから介護や支援が必要となる
ことを予防したり、イキイキとした生活を続けるために、
それぞれの方にあった介護予防のプログラムを紹介します。
　また、必要に応じて地域で介護予防教室を開催します。

3．高齢者の尊厳と権利を守ります
　高齢者の虐待防止や早期発見、悪質商法の被害防止など、
関係機関と連携をとって進めていきます。また、介護サー
ビスの契約や日常の金銭管理に不安がある方には、「地域
福祉権利擁護事業」や「成年後見制度」の利用支援を行い
ます。

4．地域のネットワークづくりを支援します
　高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよ
う、様々な職種や関係する機関と協力・連携し、高齢者を
支える地域づくりや地域のケアマネジャーへの支援を行い
ます。
　
介護予防プランを作成します
　地域包括支援センターでは、要介護認定で、「要支援1」
「要支援2」となった方のプランも作成しています。

「「高高齢齢者者交交流流のの場場」」～～押押立立のの家家・・大大丸丸憩憩いいのの家家～～
　市には、高齢者の交流の場として「押立の家」と「大丸憩いの家」があります。
　話し相手や仲間づくりができるように、また居場所ができる
ように、いつでも誰でも気軽に出かけられるような場所になっ
ています。
　地域の方がボランティアとして活動に参加し、高齢者の方と
一緒になって活動内容を考えたりもしています。活動を通して、
地域の方同士のつながりができることを目指しています。
　お気軽にご参加ください。 ▲押立の家

問い合わせ時間開催日場所名称

地域包括支援センター　いなぎ正吉苑
1370－2202

午前10時～午後3時
毎週火・木曜日

押立728－8押立の家
第2・3水曜日

午後1時～3時
第3金曜日

第1・3土曜日

地域包括支援センター　いなぎ苑
1379－5500午前9時～正午毎週火曜日大丸アパート

第二集会場大丸憩いの家

私たちが担当します！
地域包括支援センター

いなぎ苑
（東長沼・大丸・百村）

地域包括支援センター
いなぎ正吉苑
（矢野口・押立）

地域包括支援センター
ひらお苑

（坂浜・平尾・向陽台・長峰・若葉台）

稲城在宅介護支援センター
※稲城在宅介護支援センターは、担当地区の地域包
括支援センターと連携をとり活動します。

（坂浜・平尾・向陽台・長峰・若葉台）

百村255 1379－5500 矢野口1804－3 1370－2202

平尾2－49－20 1331－5666 若葉台3－7－1 1331－6601
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忘れていませんか？ 高齢者を敬う心。大切にする心忘れていませんか？　高齢者を敬う心。大切にする心。。

それって大丈夫？それって大丈夫？
無意識のうちに『虐待』になっていませんか？無意識のうちに『虐待』になっていませんか？

　介護疲れや責任感の重さから、介護者が無意識のうちに虐待行為をしてしまうこ
とがあります。介護の悩みは1人で抱え込まないで相談しましょう。

《このような行為は虐待にあたります》

介介介介介介介介介介介介介介 護護護護護護護護護護護護護護 予予予予予予予予予予予予予予 防防防防防防防防防防防防防防 にににににににににににににに 取取取取取取取取取取取取取取 りりりりりりりりりりりりりり 組組組組組組組組組組組組組組 みみみみみみみみみみみみみみ まままままままままままままま しししししししししししししし ょょょょょょょょょょょょょょ うううううううううううううう ！！！！！！！！！！！！！！介護予防に取り組みましょう！

いつまでも自分らしく輝くために
年齢とともに現れる「心身の老化」。年だから仕方がないと思って放っておいては、
寝たきりや認知症につながりかねません。
元気なうちから心身の老化を防ぐ生活“介護予防”を心掛けましょう。
介護を必要とする要因は、加齢に伴う衰弱や認知症、転倒、骨折など「生活機能」
の低下によるものが多く見られます。
市では、右のような予防を重視したサービスを実施しています。
サービスをご利用になりたい方は、各地域包括支援センター及び在宅介護支援セン
ター（電話番号などは1面に掲載）へ問い合わせてください。

閉閉じじここももりりやや
筋筋力力低低下下のの予予防防

　介護予防を行う場所が近くにない方や
外に出る機会の少ない方を対象に体操や
生きがい活動を行います。

食食生生活活改改善善教教室室
　筋力の低下を防ぎ、健
康でイキイキと生活する
ためには、食事も大切で
す。バランスのとれた献
立や食材の選び方、調理
方法を知ることができま
す。講義と調理実習を行
います。

口口ももとと歯歯つつららつつ教教室室
　個人に合ったアドバイスや食べトレ体操で、むせの改善
や、飲み込みが良くなるコツを伝授します。

もものの忘忘れれ予予防防
　手先を使ったり、様々な知的活動を行うことで認知症の
予防に取り組みます。調理や体操も行います。

ああななたたにに合合っったた介介護護予予防防教教室室をを
見見つつけけままししょょうう

　下記の質問の「はい」「いいえ」に○をつけてみましょう。
　うす黒塗り部分に○がついた項目は、機能が低下している可能性があります。

金銭や財産を勝手に使う。 これは経済的虐待です

わいせつな行為をする。させる。 これは性的虐待です

世話をしない。放置する。 これは介護放棄にあたる虐待です

怒鳴る。ののしる。侮辱する。 これは心理的虐待です

拘束する。たたく。無理やり引っ張る。 これは身体的虐待です

項目回答
いずれかに○質問No.

生活

いいえは　いバスや電車で1人で外出していますか1

いいえは　い日用品の買物をしていますか2

いいえは　い預貯金の出し入れをしていますか3

いいえは　い友人の家を訪ねていますか4

いいえは　い家族や友人の相談にのっていますか5

運動

いいえは　い階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか6

いいえは　い椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか7

いいえは　い15分位続けて歩いていますか8

いいえは　いこの1年間に転んだことがありますか9

いいえは　い転倒に対する不安は大きいですか10

外出
いいえは　い週に1回以上は外出していますか11

いいえは　い昨年と比べて外出の回数が減っていますか12

栄養

いいえは　い6カ月間で2～3kg以上の体重減少がありましたか13

いいえは　い
身長 　　 cm・体重 　　 kg
ＢＭＩ［体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝］が18.5未満の
やせている場合は「はい」

14

口腔

いいえは　い半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか15

いいえは　いお茶や汁物などでむせることがありますか16

いいえは　い口の渇きが気になりますか17

理解

いいえは　い周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると
言われますか18

いいえは　い自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか19

いいえは　い今日が何月何日か分からない時がありますか20

気分

いいえは　い（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない21

いいえは　い（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなく
なった22

いいえは　い（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに
感じられる23

いいえは　い（ここ2週間）自分が役に立つ人間だとは思えない24

いいえは　い（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする25

矢矢野野口口地地区区介介護護予予防防大大会会
　元気で矢野口に住み続けるために、

私たちは活動しています！　

　介護予防自主グループによる体操や活動の紹介を行いま
す。いも煮を食べながら、地域で活動している仲間と交流
しませんか。

▽対象　地域の方どなたでも

▽期日　11月18日（金）

▽時間　午後1時～3時

▽会場　矢野口自治会館

▽問い合わせ　地域包括支援センターいなぎ正吉苑　1370
－2202

転転倒倒骨骨折折予予防防教教室室
　バランスや柔軟性、筋
力を高める運動を行うこ
とで、転倒しにくい体づ
くりを行います。「広報い
なぎ」でお知らせするコ
ースの他、15人程度のグ
ループに対して講師派遣
を行うコースもあります。

筋筋力力向向上上トトレレーーニニンンググ
　高齢者向けのマシン
を使い、理学療法士な
どの専門家の指導のも
と、個別プログラムを
作成し、生活機能の向
上に取り組みます。特
に運動器の機能低下が
大きい方が対象です。

▽問い合わせ 各地域包括支援センター及び在宅介護支援センター


